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環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

電気自動車の普及促進 

 

市営バスの取り組み 

市営バスでは、「ソーラー発電式ＬＥＤ照明」をバス停

に設置しています。この照明は、太陽光で発電した電気で

蓄電池を充電し、夜間の照明に利用するものです。 

バス停や時刻表の見えにくさを改善するため、現在市

内に２５箇所設置しています。 

環境にやさしい照明は、バス運行後も点灯しているの

で防犯灯の役割も持っています。 

 

 

 

 

 

     環境にやさしい交通手段の普及 
環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

平成２４年より、使用済み天ぷら油を精製したバイオ

ディーゼル燃料を使用したバスの運行を開始しました

が、排出規制に伴い使用することができなくなったため、

令和２年度からは、排出規制に対応した、高品質バイオデ

ィーゼル（HiBD）燃料を、軽油と混合し市営バスの燃料

として使用しています。 

 

 

 

走行時に二酸化炭素を排出しない、電気自動車の普及を促進するため、充電環境の整備を行って

います。 

平成 26年度に、次の 4施設に 24時間利用可能な急速充電

器設備を設置しました。 

・富士支所 

・道の駅大和そよかぜ館 

・諸富文化体育館 

・久保田特産物直売所味らん館 

（平成 27年 4月～供用開始。ご利用には、急速充電器用 

カードか、充電器利用の会員登録が必要です） 

※「三瀬温泉やまびこの湯」に設置している充電設備について

は、令和 3年 3月で供用を終了しております。 

 


